
授業科目 補聴器・人工内耳

【担当教員名】 対象学年 3 対象学科 ！ 号、コ吾ロ口

山口富一 開講時期 前期 必修・選択 ： i 必修

単位数 時間数 l 15 

＜概要＞
聴覚障害者の殆どは何らかの残存聴力を有している。音声言語による受容・表出、コミュニケーションを改善するためには聴覚を最大限活
用できるようにしなければならない。そのためには補聴器や補聴システム、更に重度聴覚障害には人工内耳が必要となる。
これまでに学習した、聴覚生理、音響学、聴覚検査などを基礎に補聴器の構造・周波数特性・フィッティング・評価と装用指導を理解す
る。
人工内耳の構造と機能・コード化法・マッピングと評価について理解する。

＜学習目標＞

1.補聴器の構造と機能について理解する。

2.補聴器の周波数特性とフィッティングについて理解する。

3.補聴器装用効果の評価と指導について理解する。

4.人工内耳の構造機能について理解する。

5.人工内耳のコード化法とマッピングについて理解する。

6.人工内耳装用効果の評価と指導について理解する。

回

数
授業計画又は学習の主題

11補聴器の種類やアナログ・デジタル補聴器の構造と機能について理解する。

21補聴器の周波数特性の測定法を理解する。

31補聴器のフィッティング方法を理解する。

41補聴器装用効果の評価と装用指導を理解する。

51人工内耳の構造と機能を理解する。

61人工内耳のコード化法とマッピング方法を理解する。

71人工内耳の装用効果の評価と指導について理解する。

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞-
教科書

親と教師のための補聴器活用ガイド 大沼直樹

く発行所＞-
コレール社

参考書
言語聴覚療法シリーズ5聴覚障害 l一基礎編 山田弘幸他建吊社

その他の資料
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く発行年・価格•その他＞

1997. 1. 30 ¥2800E 

ISBN:4-87637-180-6 

平成12年10月20日 ¥2400E 

ISBN:4-7679-4505-4 

【評価方法】 1【履修上の留意点】

出席・授業態度を重視する。 十分な予習・復習と積極的な学習参加を期待する。
期末試験と普段の出席や授業態度を総合的に評価
する。
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